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摂津市 まちづくりのテーマ

社会のルールを守れる人づくり
人間基礎教育の徹底
思いやり 奉仕 感謝 あいさつ 節約

　

平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大

震
災
発
生
か
ら
今
年
で
５
年
を
迎
え

ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、市
が
震
災
発
生
直
後

か
ら
支
援
・
交
流
を
重
ね
て
き
た
被

災
地
・
岩
手
県
釜
石
市
の
現
況
を
お

伝
え
し
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
テ

レ
ビ
会
議
で
、釜
石
市
広
聴
広
報
課

と
防
災
危
機
管
理
課
か
ら
、「
復
興
の

状
況
」「
今
被
災
者
に
一
番
必
要
な
こ

と
」な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま

し
た
。

　

な
お
、現
地
の
写
真
は
全
て
釜
石

市
か
ら
の
提
供
で
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年

〜本市と防災協定〜
釜石の現場から

【
魚
河
岸
】

（現在）

【
只
越
町
】

（震災直後）

⇨

釜石市
　人口　35,759 人　面積　440.34㎢
　９割は山林。リアス式海岸で四つの
湾があり、豊かな自然に恵まれている。
　東日本大震災では、最大で震度 6 弱、
津波の高さは 19.3m を記録した。死亡
者 888 人、行方不明者 152 人（平成 28
年２月 29 日現在）。避難者数はピーク時で 9,883 人に上る。
同市では、犠牲者を追悼し、復興に全力で取り組むことを誓う
ため、毎年 3 月 11 日に追悼式を開催している。
　一方、復興を後押しする明るい話題が相次ぎ、27 年には、同
市の橋野鉄鉱山を含む「明治日本の産業革命遺産 製鉄・製鋼、
造船、石炭産業」が世界遺産に登録され、ラグビーワールドカ
ップ 2019 の開催都市にも決定。今春には、選抜高等学校野球
大会に 21 世紀枠で釜石高等学校が出場する。

【
大
町
】

⇨

⇨

【
唐
丹
町
】

⇨

釜
石
市

岩手県

市街地には活気が
港周辺はこれから
-震災から５年が経ちました
が、町の様子は
　にぎわい創出の拠点として「情
報交流センター」がオープンし、
来年には、被災し使えなくなった
市民文化会館に替わる施設とし
て市民ホール（仮称）が完成予定
です。市街地はようやく活気を取
り戻しつつあります。
　しかし、津波で大きな被害を受
けた港周辺は、がれきを取り除い
た状況で、更地になっている場所

もあります。市街地に比べ、「まだ
まだこれから」というのが現状で
す。

2,000 世帯が
今も仮設住宅に
-被災した人たちが今、一番求
めていることは
　一番は「住まい」です。被災した
約 4,000 世帯が住む場所を失い
ました。平成 28 年度には公営住
宅が整備され、住宅対策は進みま
すが、今もまだ、約 2,000 世帯が
仮設住宅や仮住まいで暮らして
います。　

「忘れないでほしい」
-摂津市民へメッセージを
　震災の最大の教訓は、人が亡く
ならないために、備えをしっかり
行っておくことです。いつ起こる
か分からない災害に対し、日頃か
ら逃げ延びるための手段を考え

①震災後、復活した夏の風物詩「釜石よいさ」②今も約
2,000 世帯が生活する仮設住宅③ 21 世紀枠での選抜出
場が決まり、喜びに沸く釜石高校野球部員

＝ 釜石市に聞きました ＝ 『安心』が新たな課題
-現在の課題は
　仮設住宅から復興住宅に移っ
た人たちは、それまで築いたご近
所づきあいが無くなってしまい、
一から人づきあいを始めなけれ
ばなりません。そのため、仮設住
宅を出ることに不安を抱く人も

います。　
　釜石市では、安心して新しい暮
らしに移ってもらえるよう、自治
会づくりの支援や、高齢者の見守
り体制づくりに取り組んでいま
す。また、被災した地域のまちづ
くりを進めるため、協議会を設置
し、地域の人たちと話し合いを重
ねています。

ておくことが、命を救う行動につ
ながります。どうか私たちと同じ
境遇にならないでください。
-今、一番伝えたいことは
　震災のことを忘れないでほし
い。震災のことを一人でも多くの
人に話してください。それが私た
ちへの大きな支援となります。

③②

①
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釜石の奇跡
〜命を守った防災教育〜
　 震 災 時、多
くの人が大津
波で命を失う
中、釜 石 市 で
は、ほ ぼ 全 て
の小中学生が
避難に成功し
ま し た。こ の
事実は、「釜石の奇跡」として知られています。
　海からわずか 500 ｍ足らずの近距離に位
置する釜石東中学校と鵜住居（うのすまい）小
学校では、地震発生と同時に全員が避難を開
始。中学生が「津波が来るぞ」と叫びながら、小
学生の手を引き高台へと避難しました。
　積み重ねられてきた防災教育が、子どもた
ちの命を大津波から守ったのです。

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退
は

手
続
き
が
必
要
で
す

　

退
職
や
転
入
な
ど
に
よ
り
、新
た
に
国
民

健
康
保
険
に
加
入
す
る
に
は
、14
日
以
内
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。手
続
き
が
遅
れ
る
と
、

そ
の
間
の
医
療
費
が
全
額
自
己
負
担
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。事
情
に
よ
り
間
に
合
わ

な
い
と
き
は
、必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、就
職
な
ど
に
よ
り
、勤
務
先
の
健
康

保
険
に
加
入
し
た
際
は
、国
民
健
康
保
険
の

脱
退
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
、市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ（
国
保
年
金
課
）で
確
認
、も
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

国
保
年
金
課
へ

平
成
28
年
度（
28
年
4
月
～
29
年
3
月
）の

国
民
年
金
保
険
料
が
決
ま
り
ま
し
た

　

平
成
28
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
の
定
額
保
険
料
は
、

月
額
１
万
６
千
２
６
０
円
で
す
。

　

将
来
受
け
取
る
年
金
を
増
や
し
た
い
人
が
加
入
す
る
付

加
保
険
料
に
つ
い
て
は
、月
額
４
０
０
円
で
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、年
齢
・
性
別
・
所
得
に
関
係
な
く

一
律
で
す
。国
民
年
金
保
険
料
お
よ
び
付
加
保
険
料
は
、保

険
料
の
前
納
や
、口
座
振
替
な
ど
納
付
の
方
法
に
よ
っ
て

割
引
き
さ
れ
ま
す
。

　

納
付
書
で
の
支
払
い
か
ら
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
払
い
に
変
更
さ
れ
る
場
合
は
、申
し
込
み
が
必
要
で

す
。お
申
し
込
み
は
、吹
田
年
金
事
務
所
☎
06（
６
８
２
１
）

２
４
０
１
ま
で
。

問
い
合
わ
せ　

国
保
年
金
課
国
民
年
金
係
へ

へ
の
支
援
物
資
の
配
布
や
バ
ザ
ー

の
手
伝
い
な
ど
に
従
事
。活
動
を

通
し
て
多
く
の
人
と
出
会
い
、「
災

害
に
強
い
人
づ
く
り
」の
大
切
さ

を
学
ん
で
き
ま
し
た
。以
降
も
、職

員
の
派
遣
を
継
続
し
て
行
い
、派

遣
さ
れ
た
職
員
が
毎
年
、市
職
員

に
向
け
て
活
動
報
告
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、今
年
１
月
に
は
、釜
石
市

か
ら
防
災
危
機
管
理
課
の

佐
々
木
亨
課
長
を
迎
え

て
、職
員
対
象
に
防
災
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

地
震
発
生
時
の
状
況
や
被

害
状
況
、避
難
所
運
営
の

課
題
に
つ
い
て
の
話
か

ら
、「
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
伝

達
手
段
の
必
要
性
」「
地
域

の
つ
な
が
り
、住
民
組
織

の
日
頃
の
活
動
の
大
切

さ
」な
ど
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

釜
石
の
教
訓
を

防
災
計
画
に
反
映

　

市
は
、地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
に
あ
た
り
、平
成
25
年
４
月
、釜

石
市
で
防
災
教
育
に
携
わ
っ
て
き

た
群
馬
大
学
大
学
院
の
片
田
敏
孝

教
授
を
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
委

嘱
し
ま
し
た
。新
計
画
に
は
、「
命

を
守
る
防
災
を
実
践
で
き
る
人
づ

く
り
」を
重
点
に
、世
代
間
で
防
災

意
識
を
継
承
し
、防
災
を
市
の
文

化
と
し
て
定
着
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

26
年
5
月
に
は
、防
災
対
策
に

女
性
の
意
見
を
取
り
入
れ
よ
う

と
、市
防
災
会
議
に
女
性
専
門
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、11
人
の
委
員

の
う
ち
２
人
を
釜
石
市
か
ら
選

出
。災
害
対
策
に
あ
た
っ
た
市
職

員
と
、一
時
避
難
所
と
な
っ
た
旅

館
の
女
将
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
た
テ
レ
ビ
会
議
で
参
加
し
ま

し
た
。現
場
で
実
際
に
見
た
こ
と
、

感
じ
た
こ
と
な
ど
の
意
見
は
、本

市
の
避
難
所
用
備
品（
簡
易
ト
イ

レ
・
生
理
用
品
・
更
衣
や
授
乳
場
所

に
使
用
で
き
る
簡
易
個
室
テ
ン

ト
）の
整
備
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

職
員
交
流
で
知
る

被
災
の
現
状

　

市
は
、平
成
23
年
、震
災
後
す
ぐ

に
被
災
者
支
援
を
念
頭
に
置
い
た

市
職
員
の
採
用
試
験
を
実
施
。採

用
し
た
被
災
経
験
の
あ
る
職
員
２

人
を
同
年
10
月
、釜
石
市
へ
派
遣

し
ま
し
た
。現
地
で
は
仮
設
住
宅

地
域
や
学
校
が

自
ら
取
り
組
む
防
災

　

平
成
27
年
度
か
ら
は
、片
田
教

授
の
指
導
を
受
け
、洪
水
を
想
定

し
た「
自
治
会
防
災
マ
ッ
プ
」と

「
小
中
学
校
で
の
防
災
教
育
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
」の
作
成
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

防
災
マ
ッ
プ
は
、地
域
防
災
力

の
向
上
を
目
的
に
、現
在
、「
香
和
」

と「
鳥
飼
中
」の
２
自
治
会
に
よ
っ

て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。住
民
自

ら
が
主
体
的
に
判
断
し
て
避
難
で

き
る
よ
う
、災
害
時
に
支
援
の
必

要
な
人
た
ち
の
把
握
や
支
援
の
方

法
、緊
急
一
時
避
難
場
所
の
確
保

な
ど
に
つ
い
て
議
論
が
重
ね
ら

れ
、地
域
独
自
の
マ
ッ
プ
作
り
が

釜
石
に
学
ぶ
摂
津
の
防
災

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

防
災
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、

市
立
小
中
学
校
の
防
災
担
当
教
員

が
集
ま
り
、子
ど
も
た
ち
が「
自
分

の
命
は
自
分
で
守
る
」意
識
を
持

つ
よ
う
、普
段
の
授
業
内
容
に
防

災
を
取
り
入
れ
て
い
く
方
法
な
ど

が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

問　消費生活相談ル
ーム（産業振興課内）
☎ 06（6383）2666 へ

電
力
自
由
化
に
伴
う

契
約
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
！

　

４
月
か
ら
、一
般
家
庭
や
個
人
商

店
な
ど
へ
の
電
力
の
販
売
が
自
由

化
さ
れ
、消
費
者
が
自
分
に
合
っ
た

購
入
先（
小
売
電
気
事
業
者
）を
選

べ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
、複
数
の
事
業
者
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
や
料
金
プ
ラ
ン

に
つ
い
て
の
勧
誘
を
受
け
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。正
確
な
情
報
を

収
集
し
、よ
く
理
解
し
て
か
ら
契
約

し
ま
し
ょ
う
。

★
便
乗
商
法
に
注
意

【
事
例
１
】　
「
電
力
自
由
化
前
に

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し

電
気
を
売
れ
ば
も
う
か
る
」と
、高

額
な
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
購

入
を
し
つ
こ
く
勧
め
ら
れ
、ロ
ー

ン
を
組
ま
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
。

（
60
歳
代
・
男
性
）

【
事
例
２
】　

電
力
会
社
を
名
乗
る

営
業
員
が
訪
問
。「
電
力
自
由
化
に

伴
い
、い
く
ら
安
く
な
る
か
試
算

す
る
」と
言
っ
て
、電
気
料
金
の
請

求
書
の
提
示
と
個
人
情
報
に
関
す

る
同
意
書
へ
の
署
名
を
求
め
ら
れ

た
。営
業
員
に
言
わ
れ
る
ま
ま
に

署
名
し
て
し
ま
い
、後
で
同
意
書

の
控
え
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、契

約
書
の
よ
う
な
記
載
が
あ
り
、不

安
に
な
っ
た
。（
60
歳
代
・
女
性
）

★
契
約
す
る
際
の
注
意
点

◎
電
力
販
売
の
自
由
化
に
便
乗
し

た
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
、蓄
電
池
等
の
勧
誘
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。電
気
の
購
入
先
を

選
ぶ
こ
と
と
直
接
関
係
の
な
い
契

約
に
つ
い
て
は
、そ
の
必
要
性
を
よ

く
考
え
ま
し
ょ
う
。

◎
小
売
電
気
事
業
者
は
登
録
制
で

す
。事
業
者
が
国
の
登
録
を
受
け

て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う（
経

済
産
業
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
登
録

小
売
電
気
事
業
者
一
覧
」お
よ
び

左
記
の
お
問
い
合
わ
せ
先
で
確
認

で
き
ま
す
）。

◎「
電
気
料
金
が
安
く
な
る
」と
い

う
言
葉
に
惑
わ
さ
れ
ず
、料
金
体
系

や
安
く
な
る
条
件
な
ど
、契
約
内
容

を
よ
く
聞
き
、契
約
書
面
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。訪
問
販
売
や
電
話
勧

誘
販
売
で
の
契
約
は
、特
定
商
取

引
法
に
基
づ
く
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
が
可
能
で
す
。

【
制
度
の
お
問
い
合
わ
せ
】

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
☎

０
５
７
０（
０
２
８
）５
５
５
へ（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
６

時
）

【
ト
ラ
ブ
ル
時
の
お
問
い
合
わ
せ
】

電
力
取
引
監
視
等
委
員
会
相
談
窓

口
☎
０
３（
３
５
０
１
）５
７
２
５
へ

（
午
前
９
時
半
～
午
後
６
時
半
）

鳥飼中自治会での防災マップ作り

23.3.11 被災地住民が撮影

　

本
市
と
釜
石
市
と
の
つ
な
が
り
は
、東

日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
年
に
職
員
を

派
遣
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。釜
石

市
へ
の
派
遣
を
決
め
た
の
は
、同
市
が
ま

ち
ぐ
る
み
で
防
災
体
制
を
構
築
し
て
い

た
か
ら
で
す
。と
り
わ
け
、防
災
教
育
が

生
か
さ
れ
た「
釜
石
の
奇
跡
」は
そ
の
代

表
例
と
し
て
、広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、震
災
か
ら
５
年
を
迎
え
る
今
も

復
興
を
支
援
し
、釜
石
市
か
ら
防
災
を
学

び
続
け
、そ
の
経
験
を
防
災
・
減
災
対
策

に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

釜石市で支援物資の運搬を行う本市職員
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Everyone's plaza

申＝申し込み
問＝問い合わせ先

◆家庭教育セミナー「見つ
めてみよう！私の子育て」
とき　３月 17 日（木）午前
10 時～ 12 時
ところ　コミュニティプラ
ザ・会議室

内容　子育ての不安や夫婦
の問題などを学ぶ
問　摂津ふれあいサーク
ル・野仲☎ 06（6349）3802
へ
◆わくわくおやこ de フェ
スタ「楽しく学ぶ・アートす
る」
とき　３月 31 日（木）午前
10 時半～午後３時
ところ　三宅柳田小学校・
多目的ホール

内容　バルーンアートやエ
コバッグ作り体験ブース、
こどもフリマなど、ワーク
ショップを中心とした子ど
ものための学びのイベント
後援　摂津市・市教育委員会
問 わくわくフェスタ実行
委員会・奥☎ 080（6206）
4165 へ
◆体力テストをしてみま
せんか
とき　３月 31 日（木）午後
５時～８時
ところ　子育て総合支援
センター・遊戯室（旧三宅
スポーツセンター）
対象　３歳～中学生
内容　握力、反復横跳び、
上体前屈など

行き先　京都府南丹市美
山町（かやぶきの里）
参加費　6,500 円（昼食代
を含む）
申込期間　４月１日（金）
～ 10 日（日）
申・問 市文化財愛護会・古
谷☎ 06（6382）7081 へ
★少年柔道・剣道練習生募
集
練習日　毎週月・水曜日午
後４時半～ 6 時半
ところ　摂津警察署
対象　小学３年生～中学生
費用　入会金 3,000 円、会
費月 1,000 円
申・問 ４月 1 日（金）まで
に同署生活安全課少年係
☎ 06（6319）1234 へ

問　北摂クラブ・曽谷☎
072（632）5253 へ
◆リラックスヨガ
とき　４月 14 日（木）・21
日（木）・28 日（木）▽午前
11 時～ 12 時 20 分
ところ　コミュニティプ
ラザ・研修室
内容　体を温め心身のバ
ランスを整える
参加費　800 円／回
申・問 キレイヨガ・山下☎
090（6988）4505 へ
◆歴史散策バスツアー
とき　４月 18 日（月）午前
９時～午後５時
集合場所　阪急摂津市駅
前（９時出発）、摂津市役所
前（９時 15 分出発）

☎＝申し込み・問い合わせ先

●味写会（写真クラブ）
　第１金曜日午後１時半
～４時、味生公民館で。会
費年 6,000 円。「楽しく撮
影会や講評会をしていま
す。見学歓迎」
松山☎ 06（6349）8622

（午後６時以降）へ
●摂津スカイブルー（野
球）
　毎週火・金曜日午前９時
～ 12 時、スポーツ広場で。
入 会 金 3,000 円。会 費 月
2,000 円。60 歳以上対象。

「還暦野球を楽しみません
か。初心者歓迎」
松本☎ 072（653）2620 へ

●摂津ギタークラブ
　第１～第３火曜日午後
１時半～３時半、新鳥飼公
民館で。会費月 3,000 円。

「楽しく曲を弾いて上達で
きます。初心者歓迎」
早野☎ 06（4862）8448 へ
●硬筆クラブ
　第１・第３火曜日午後１
時半～３時半、安威川公民
館で。会費月 1,500 円。「文
字を習いながら親睦を図
りませんか」
土屋☎ 090（1969）4209 へ
●ハウラ・フラ・オ・マハナ

（フラダンス）
　第１・第３木曜日午前
10 時～ 12 時、コミュニテ
ィプラザで。会費月 2,400
円。60 歳以上対象。「楽し
く仲間づくりをしましょ

う。初心者歓迎」
末永☎ 090（2066）0881 へ
●摂津混声合唱団
　月３回土曜日午後７時
～９時、コミュニティプラ
ザ な ど で。会 費 月 3,500
円。15 歳以上対象。「懐か
しのメロディー、童謡など
を楽しく歌っています」
高谷☎ 090（3657）9077 へ
●遊フォークラブ（写真）
　第４土曜日午前９時半
～ 12 時、コミュニティプ
ラザで。会費月 500 円。「月
１回撮影会あり。初心者、
女性、カメラ購入予定の方
など歓迎」
森☎ 090（9714）6277 へ
●水彩画教室
　第１火曜日午前９時半
～ 12 時、別府公民館で。会

–– 掲載申し込み ––
市民活動支援課

（コミュニティプラザ内）
☎ 06（4860）9303 へ

費月 1,000 円。「和気あい
あいと学びましょう。初心
者歓迎」
竹村☎ 072（634）3617 へ
●安威川公民館囲碁クラブ
　毎週木曜日午後１時～
５時、安威川公民館で。会
費年 1,200 円。「楽しい仲
間づくりをしましょう。経
験不問」
藤田☎ 06（6381）9009 へ
●安威川こども絵画クラ
ブ A
　第２・第４火曜日午後
３時 45 分～５時 15 分、
安威川公民館で。会費月
2,000 円。３ 歳 ～ 小 学 １
年生対象。「想像力や集中
力が身につきます。体験歓
迎」
徳永☎ 090（3492）7661 へ

●日本画愛好会
　第２・第４金曜日午前
10 時～ 12 時、コミュニテ
ィプラザで。入会金 1,000
円。会費月 2,600 円。「日本
画の基礎を楽しく学びま
せんか」
國方☎ 06(6864)0935 へ
●ヨガサークル
　月３回木曜か金曜日午
前 10 時半～ 11 時半、第
49 集会所（庄屋２丁目）
で。会費月 2,500 円。女性
対象。「ヨガで美しい姿勢
を身につけましょう」
森☎ 070(6500)0356 へ

【メニュー】
・シーチキンドリア
・クロワッサン
・鶏肉の竜田揚げ

小学校のおいしい給食
「お別れ給食（バイキング給食）」

（3 月 4 日）

　小学６年生の卒業をお祝い
する、卒業前の恒例行事「お別
れ給食」を、３月４日、市内全
小学校で行いました。
　給食は、テーブルごとに、き
れいに盛り付けられたバイキ
ング形式です。在校生が部屋
の飾り付けや配膳を手伝い、

卒業生がお世話になった先生を招待しています。
　お別れ給食は、平成８年からスタート。卒業生にバイキング
で、いつもと違う給食を楽しんでもらいたいとの思いから誕生
しました。毎年先生や調理員、栄養士がアイデアを出し合い、工
夫を凝らしたメニューが提供されています。
　子どもたちが好きなメニューを選び、楽しく食事した時間は、
小学校生活の思い出の１ページとなっています。
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■昨年６月から開始した中学校給食について、アンケート調査を
実施しました。結果は、市ホームページで閲覧できます。

（
優
勝
・
敬
称
略
）

・フライドポテト
・ミートボール
・ドレッシングサラダ
・グリーンサラダ

・ＡＢＣトマトスープ
・フルーツ和え
・ベジタブルフルー     
ツジュース 
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〜図書館の本棚から〜
問い合わせは、市民図書館☎ 06（6319）0577 へ

◎
市
へ

◆
塩
野
義
製
薬
㈱
摂
津
工
場
が

２
月
15
日
、現
金
24
万
円
を
。

◎
社
会
福
祉
協
議
会
へ

◆
匿
名
で
２
月
２
日
、
現
金

６
万
円
を
。

寄　
　
　

附

２月の火災・救急件数
 ★火災 １件 （年間累計 ２件） 
 ★救急 422 件

　（年間累計 808 件）

救急車を呼ぶか迷ったら、
 「救急安心センターおおさか」
＃ 7119 または 06（6582）7119 へ

（24 時間・365 日対応）

　この本は、小

学校に入学す

る子どもと保

護者、幼稚園や

保育所などの

先生に、小学校

の生活を写真

や絵で紹介しています。

　小学校入学前の準備、入学式、

家庭訪問、各教科の勉強、学童保

育、行事など、学期の終わりまで

順番に一年生の学校生活に触れ

てみてください。

　入学前の不安なことや先生と

連絡を取る方法など、コラムで

さらに詳しく支援担当の先生が

丁寧に教えてくれます。

　４月の小学校入学が楽しみに

なること間違いない一冊です。

◀こんな本もあるよ▶

「いちねんせいになったから !」

 くすのきしげのり 作、田中六

大 絵（講談社）

「さんかんびにおめでとう !」

　くすのきしげのり 作、つがね

ちかこ 絵（講談社）

「写真でわかる
はじめての小学校生活」

笹森洋樹　冢田三枝子　栗山八寿子 編著

（合同出版）

東日本大震災から５年  がんばる福島の女性たち
　２月 27 日、福島県男女共生センター・千葉悦子館長を講師に迎えた
講演会「未来へつなぐ ふくしまの女性たちの復興支援」が、コミュニテ
ィプラザで開催されました。
　千葉館長は、約 2,500 人が生活した避難所での女性専用スペースの
取り組みや、復興を目指す飯舘村で始まった女性たちの働く場づくり
などについて語り、「福島は困難を抱えながらも希望を持ってがんば
っていること
を知って欲し
い」と訴えま
した。

摂津ふれあいマラソン
　摂津ふれあいマラソンが２
月７日、鳥飼下の淀川河川公
園で行われました。２、３、５、
10km の４コース 14 部門と昨
年に引き続き好評の「親子チャ
レンジラン（１km）に分かれて
次々にスタート。２歳から 71

歳までの 544 人が力走しました。
　各部門の優勝者は次のとおりです（敬称略）。

【２km】▽小学４年男子＝野川元希▽小学５年男子＝志賀大虎
▽小学４・５年女子＝寺田優芽

【３km】▽小学６年男子＝長尾啓史▽小学６年女子＝大武未来
▽中学１年男子＝矢原拓実▽中学生女子＝寺田莉乃

【５km】▽中学２・３年男子＝藤本唯己▽高校生男子＝間慶人
▽一般男子＝岩本浩平▽一般・高校生女子＝岡田百愛▽壮年
男子＝磯部健

【10km】▽一般・高校生男子＝國井優作▽一般・高校生女子＝
大坂菜摘

平和公園で９種の梅がお出迎え
　学園町にある平和公園では、２月下旬から梅が咲き
始めました。
　梅の木は、「白加賀」「豊後梅」「南高梅」「トウバイ」

「クロダ梅」「とうかんばい」「見驚」「おもいのまま」「し
だれ梅」の９種があり、梅のシーズン中、訪れるたびに
違った表情で出迎えてくれます（写真は３月３日）。
　また、園内には多くの桜の木も植えられており、３
月下旬からは、また違った色で春の訪れを感じさせて
くれます。

宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます
宝くじの社会貢献広報事業による助成金で心肺蘇生法訓練用資機材を整備しました

にんげんは　たいせつなこと　まなびあう（人権教育啓発作品集第 20 集より）

桃の節句　ひなまつり
　地域子育て支援センターで３月１日、毎年恒例の「ひなまつり会」が
開かれました。
　今年は 54 組の乳幼児とその保護者が参加。ひなまつりの歌遊びや
手遊び、ひな人形の紙工作などを行い、一足早い桃の節句をお祝いしま
した。
　会場では、子どもの
手を取り一緒に工作す
る親子の姿や、ひな人
形をモチーフにしたパ
ネルから顔をのぞかせ
る子どもの笑顔が見ら
れました。


